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簸
川
を
ま
た
い
で
美
々
津
と
幸
脇
を
結
ぶ
国
道
十
号
線
「
美
々
津
大

橋
」
の
起
工
式
が
、
さ
る
八
月
二
十
五
日
美
々
津
の
現
地
で
盛
大
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
橋
は
総
工
費
二
億
円
、
長
さ
は
三
百
三
十
四
・
八
メ
ー
ト
ル
、

（
う
ち
陸
橋
部
百
四
．
八
メ
ー
ト
ル
、
渡
川
部
二
百
三
十
メ
ー
ト
ル
）

　
車
道
の
幅
が
七
メ
ー
ト
ル
で
渡
川
部
に
は
一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
歩
道
が

海
岸
側
に
取
付
け
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
現
在
の
橋
よ
り
約
七
百
メ
ー
ト
ル
下
流
に
日
豊
本
線
を
ま
た
い
で

直
線
コ
ー
ス
で
国
道
を
結
ぶ
た
め
、
完
成
す
れ
ば
約
ニ
キ
ロ
ほ
ど
近
道
に

な
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
橋
の
設
計
に
あ
た
っ

て
は
、
日
向
美
々
津
海
岸
県
立
公

園
と
し
て
の
美
観
を
そ
こ
な
わ
な

い
よ
う
橋
ケ
タ
を
二
次
曲
線
で
表

わ
す
な
ど
、
新
産
都
市
と
し
て
、

ま
た
観
光
日
向
に
ふ
さ
わ
し
い
橋

が
来
年
十
二
月
遅
は
お
め
み
え
す

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
日
向
市
の
国
道
十
号
線

で
、
改
良
舗
装
工
事
申
で
あ
っ
た

土
々
呂
毛
～
め
が
ね
橋
間
も
完
全

舗
装
さ
れ
、
ほ
こ
り
の
た
た
な
い

り
っ
ぱ
な
国
道
に
な
り
ま
し
た
。

（
遠
見
方
面
と
大
橋
を
む
す
ぶ
販
り

付
け
道
路
工
事
も
念
ピ
ッ
チ
）
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昭
和
四
十
年
度
第
七
回
定
例
市
議
会
は
、
さ
る
八
月
二
十
七
日
か
ら
九
月
六

日
ま
で
の
会
期
十
一
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　
児
玉
市
長
が
就
任
後
初
の
定
例
市
議
会
で
あ
っ
た
た
め
、
今
後
四
年
間
の
施

政
方
針
演
説
が
あ
り
、
ま
た
空
席
に
な
っ
て
い
た
助
役
に
は
庁
内
か
ら
過
去
六

年
間
建
設
課
長
を
勤
め
ら
れ
た
甲
斐
敦
氏
（
5
1
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
提
出
議
案
は
四
十
年
度
日
向
市
一
般
会
計
予
算
な
ど
二
十
一
議
案

が
提
出
さ
れ
、
慎
重
に
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。　
つ
ぎ
に
そ
の
お
も
な
も
の
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
よ
う
。
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日
向
市
都
市
計
画
東
部
第
二
土

　
地
区
画
整
理
事
業
施
行
条
例

　
こ
の
条
例
は
、
本
年
度
か
ら
六
ケ
年

計
画
で
日
豊
本
線
か
ら
東
の
、
日
知
屋

地
区
を
事
業
費
三
億
九
千
四
百
八
十
万

円
で
、
区
画
整
理
す
る
た
め
に
必
要
な

事
項
を
条
例
に
定
め
て
事
業
が
円
滑
に

で
き
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
す
。

　
日
向
市
納
骨
堂
使
用
条
例

　
こ
れ
は
さ
き
に
建
設
費
四
百
五
十
万

円
で
完
成
し
た
納
骨
堂
の
使
用
に
関
す

る
事
項
を
定
め
た
も
の
で
す
。

　
こ
れ
に
よ
る
と
納
骨
堂
の
使
用
料
は

永
久
安
置
の
場
合
一
基
に
つ
き
三
万
円

で
年
五
百
円
の
管
理
料
を
納
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
仮
安
置
の
寄
継
は
一
個
に
つ
き

年
四
百
円
の
使
用
料
が
い
り
ま
す
。

　
ふ
ん
尿
十
リ
ッ
ト
ル
が
十
円
に

　
こ
れ
ま
で
く
み
取
り
料
は
「
十
八
リ

ッ
ト
ル
に
つ
き
十
五
段
目
で
し
た
が
、

こ
ん
ど
の
改
正
に
よ
っ
て
「
十
リ
ッ
ト

ル
に
つ
き
十
円
」
に
改
正
さ
れ
ま
し

た
。　
こ
の
改
正
の
理
由
は
、
日
向
市
の
場

合
、
ふ
ん
尿
の
く
み
取
り
は
市
が
指
定

し
た
業
者
に
委
託
し
て
あ
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
最
近
の
人
件
費
、
物
価
の

値
上
が
り
で
企
業
ベ
ー
ス
に
合
わ
な
く

な
り
三
月
ご
ろ
か
ら
値
上
の
請
願
が
出

さ
れ
、
ま
た
県
内
置
市
に
比
較
し
て
も

最
低
で
あ
っ
た
た
め
今
回
の
改
正
と
な

っ
た
わ
け
で
す
。

昭
和
四
＋
年
度
日
向
市

．
一
般
会
計
補
正
予
算

歳　　出 （単位千円）

＿＿護会費一16多651』2q　17．585
　　　総務費105．4435．413．110．856
　　　民生費117．396　580117．7％
一痛生費㎜一⑳鳳8き．工334舗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セへ　　　　農林丞産業費＿　35．315　22』司1　58．076

　　　商　工　費、　4．512　3．662　8．174
　　　土木費170．9399．73980．67ε
　　　消防費・18．62411．59850．222
　　敏育．費　78．49223．718102．2知
　　　公　債　費．．45．118　2．37847．4％

　　　　　　禽　　一十．一同　15’41
←

　
昭
和
四
十
年
度
の
一
般
会
計
の
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
九
千
二

百
十
六
万
三
千
円
を
追
加
し
て
、
予
算

総
額
は
そ
れ
ぞ
れ
六
億
八
千
八
百
九
十

二
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
さ
れ
た
歳
入
歳
出
の
内
容
は
つ

ぎ
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　
歳
出
の
う
ち
補
正
予
算
の
お
も
な
内

容
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

△
総
務
費
既

　
一
般
管
理
費
の
百
二
十
七
万
円
、
人

事
管
理
費
の
百
二
十
四
万
円
、
財
産
管

理
や
庁
舎
庭
園
整
備
の
工
事
費
百
六
十

六
万
円
、
戸
籍
簿
復
元
事
務
の
費
用
な

ど
で
す
。

△
衛
生
費
ほ

　
こ
れ
に
は
各
種
予
防
接
種
の
費
用
百

九
十
万
円
や
患
者
輸
送
車
の
購
入
費
百

入 （単位千円）

交付税
乏び負担金

乏ぴ手数料

1麺醐Z≧額＿六一正一額

174．000

　　　　計
4．700　　　178．70e．

2。052　　　　3．438

13．151　　　　2．095

支出金
　．o一意｝…

　収　入
附　　金

5．490．

157．9671

1σ7稲

24．768　　　　29．697

　　　　　　　　1　　　　　15．246

4．410　　　142．37ス

10．210　　　　20．401旨

　　　　　団．4～露

6．180 8．190　　　14．570

越
収

金　　　　5．529

入　　　　10．243

債　　　57．600

3．6〔〕5　　　　7・134

切718．一と江紫白

16．‘ P00　　　　　53．700、

歳

二
方
撃
支
産
　

　
地
分
一

　
　
　
　
　
　
財
寄

　
　
　
碧
南
県

繰
諸
　
　
市

668．920．163576．757一入歳
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こ
ん
ど
の
議
会
で
国
民
健
康
保
険
の

税
率
を
大
幅
に
引
き
∂
あ
げ
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
ま
し
た
。

　
市
民
の
み
な
さ
ま
も
す
で
に
ご
ぞ
ん

じ
の
よ
う
に
、
国
民
健
康
保
険
税
は
家

族
の
人
が
病
気
で
医
者
に
か
か
っ
た
場

合
に
、
そ
の
医
療
費
を
世
帯
主
の
場
合

は
七
割
、
家
族
の
場
合
は
五
割
を
市
が

負
担
し
て
い
ま
す
。

　
日
向
市
の
場
合
、
昭
和
四
十
年
度
に

医
療
機
関
に
支
払
う
総
額
は
六
千
五
百

　
　
　
　
　
　
　
　
万
円
の
見
込
み

　
で
す
。

　
こ
の
六
千
五

百
万
円
の
う
ち

　
二
十
五
％
は
国

庫
補
助
が
あ

り
、
残
り
七
十

五
％
は
市
民
の

負
担
と
な
り
ま

す
。
　
す
な
わ
ち
四

千
八
百
七
十
七

万
円
で
す
が
、

こ
れ
に
も
各
種

の
補
助
金
や
交

．
付
金
が
お
よ
そ

　
一
千
三
百
九
万

円
ほ
ど
あ
り
、
　
，

四
十
年
度
に
実
際
に
市
民
の
み
な
さ
ん

に
負
担
し
て
い
た
だ
く
の
は
三
千
五
百

六
十
八
万
円
で
、
一
世
心
当
り
六
千
九

百
八
十
三
円
ぐ
ら
い
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
を
各
家
庭
の
所
得
、
資
産
、
人

員
割
、
平
等
割
に
よ
っ
て
計
算
さ
れ
、

負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。　
こ
の
税
率
が
今
回
つ
ぎ
の
よ
う
に
改

正
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

39年度

　1．96

　100

　10．97

　106－

　428円

　771円

40年度

．2，35

100一一

ユ益』」串

100

　　ド

砥

　　円
1．165

割
　
　
割

得
　
　
産

所
　
　
資

割
）
割
下

　
り
蔦
幽
門

均
Q
平
㈹

　
で
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
引
き
上
げ
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。　
そ
の
原
因
と
し
て

③
本
年
一
月
か
ら
実
施
さ
れ
た
医
療
費

　
の
九
、
五
％
引
き
上
げ
。

②
被
保
険
者
が
病
院
に
か
か
る
回
数
が

　
ふ
え
た
こ
と
。
　
（
三
十
八
年
は
一
人

　
平
均
二
・
六
回
、
三
十
九
年
二
・
八
九

　
回
、
四
十
年
三
・
〇
三
回
）

③
さ
ら
に
来
年
一
月
一
日
か
ら
家
族
全

　
員
に
対
す
る
七
割
給
付
を
実
施
、
予
定

　
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
三
十
八
年
十
月
に
世
帯
主

の
七
割
給
付
の
実
施
。
医
療
費
が
六
大
・

都
市
並
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
。
年

度
末
の
流
感
の
発
生
な
ど
に
よ
り
支
払

が
増
加
し
た
た
め
、
四
十
年
度
に
繰
越

金
を
見
込
め
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
も
増

額
の
一
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
原
因
で
税
負
担
が
大

き
く
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
事
情
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
保
険
行
政
の
円
滑

化
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

じ

■

万
円
な
ど
が
大
き
な
も
の
で
す
。

△
農
林
水
産
業
費
1
1

　
農
業
振
興
の
た
め
の
貸
付
金
が
二
百

万
円
、
富
島
幹
線
水
路
工
事
費
の
九
百

三
十
万
円
、
林
業
振
興
の
た
め
四
百
六

十
万
円
、
水
産
業
振
興
の
た
め
二
百
四

十
万
円
な
ど
で
す
。

△
商
工
費
h

　
こ
れ
に
は
中
小
企
業
振
興
の
た
め
の

貸
付
金
三
百
万
円
が
補
正
さ
れ
、
観
光

施
設
費
も
追
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

△
土
木
費
1
1

　
道
路
新
設
や
維
持
の
た
め
百
八
十
万

円
、
東
部
土
地
区
画
整
理
事
業
に
八
百

五
十
万
円
、
日
向
美
々
津
海
岸
県
立
公

園
の
整
備
事
業
に
百
六
十
万
円
な
ど
が

お
も
な
も
の
で
す
。

△
消
防
費
1
1

　
こ
れ
は
消
防
施
設
の
充
実
を
は
か
る

た
め
に
大
き
く
追
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
指
令
車
購
入
費
、
小
型
ポ
ン
プ

購
入
費
、
無
線
機
購
入
費
、
消
防
自
動

車
購
入
費
な
ど
六
百
四
十
万
円
。
つ
ぎ

に
防
火
水
槽
の
新
設
費
と
し
て
三
百
六

十
六
万
円
、
消
火
栓
工
事
に
百
三
十
万

円
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

△
教
育
費
口

　
学
校
の
管
理
費
と
し
て
三
百
万
円
。

日
向
中
学
校
屋
内
体
育
館
の
建
設
費
千

六
百
五
十
九
万
円
、
こ
の
ほ
か
公
民
館

や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
に
約
百
万
円

が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
以
上
補
正
予
算
の
歳
出
に
つ
い
て
大

ま
か
な
説
明
を
い
た
し
ま
し
た
が
、
こ

れ
で
お
わ
か
り
の
よ
う
に
市
長
が
苦
し

い
財
政
の
中
か
ら
、
農
業
、
水
産
、
中

小
企
業
な
ど
の
地
場
産
業
の
振
興
の
た

め
に
、
ま
た
環
境
整
備
や
消
防
力
の
充

実
の
た
め
に
努
力
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
新
産
都
市
の
建
設
と
も

li無難隷命
口、男女、年令、職業などの人口の構成を明　　10月1日

巽顎脚器臭議；鵬黙ま　醗髄
ら数えてちょうど10回目にあたります。　　　　　　　’

　国勢調査の結果は、国、県、市などが、教育、住宅、求人求職、環境

衛生、地域開発、交通など、いろいろな問題の対策をたてる場合に欠か

怒鋭匙星雨撫村、、獅一移動す、燃え
ていますので、市町村の人口の大きさや、男女、年令、職業などの構砂

がかなり変わってきていると考えられます。

　日向市の場合でも新産都市指定後はじめての国勢調査でもあり、今後

の市行政の基礎的資料になるわけです。各家庭には、9月24日から国勢

調査の調査員がおうかがいして調査票の記入をお願いすることになって

います。

　国勢調査は、9．800万人にのぼると予想される日本の全人口を、全国

いっせいにもれなく調査する大規模な調査です。この調査を安全に実施

するためには・市民のみなさまのご理解とご協力がぜひ必要です。

　きたる10月1日を期して行なわれる国勢調査では、もれなく調査菓？、

ご記入くださるようお願いします。

赤ちゃんの健康診断と

　　コンクールのお知らせ

・
霧

　県の主催で第10回秋季健康診断と赤ちゃんコンクー

ルがつぎの日程で行なわれることになりましたので、

該当する赤ちゃんは全員診断を受けましょう。

1．該当者　昭和39年9月1日以降に出生した赤ちゃん

2．料　金　無料

表程口

実施月日1曜1実施場所i時　　間　i対象地

・肋・水1美・津支所・…一11・・q萎々麓

’月24日全1保健所｝13…一1翫・・：順義＿

9月27日1月…保健所舳一1…墨光寛躯

網
10月4日1月｝保健所…13．00～15．00総合審査

※富高、細島地区は9月10日でしたので各区長あて

に別紙でお知らせしました。

に
市
民
生
活
に
直
結
し
た
市
政
を
鼠
嫉

に
、
逐
次
笑
行
に
う
つ
さ
れ
て
ゆ
く
こ

と
で
し
ょ
う
コ

　
助
役
に
甲
斐
酷
設
雛
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
定
例
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
会
開
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
初
日
に

　
　
　
　
談
・
・
，
　
　
助
役
選
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
長
か
ら

議
案
が
提
出
さ
れ
、
過
去
六
ケ
年
間
建

設
課
長
を
勤
め
ら
れ
た
甲
斐
丁
子
（
5
1
）

が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
℃

　
甲
斐
助
役
は
「
市
長
の
よ
き
補
佐
役

と
し
て
、
よ
り
よ
き
日
向
市
建
設
の
た

め
に
微
力
を
つ
く
し
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
さ
れ
議
会
の
協
力
を
願
い
ま
し
た
。

　
藤
井
前
市
長
に
退
職
愈
・

　
昭
和
三
十
四
年
差
ら
六
ケ
年
間
、
二

期
に
わ
た
っ
て
市
政
に
た
ず
さ
わ
ら
れ

さ
る
六
月
に
病
気
療
養
の
た
め
辞
職
さ

れ
た
藤
井
満
義
前
市
長
に
、
日
向
市
条

例
に
よ
る
特
別
職
の
退
職
手
当
が
支
給

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
手
当
の
総
額
は
百
六
十
二
万
円
で

す
。　
企
画
室
を
廃
止

　
こ
れ
ま
で
工
場
誘
致
や
新
産
都
市
指

定
運
動
ま
た
は
建
設
計
画
書
の
作
成
な

ど
の
仕
事
を
し
て
き
た
企
画
室
を
、
総

務
課
内
に
統
合
し
て
事
務
の
合
理
化
を

は
か
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
社

会
保
険
課
は
課
内
の
厚
生
係
を
福
祉
事

務
所
に
移
し
国
民
健
康
保
険
行
務
だ
け

を
す
る
こ
と
に
な
り
保
険
課
と
改
名
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
最
近
、
財
務
、
会
計
制
度

を
明
確
化
す
る
傾
向
か
ら
、
県
に
な
ら

っ
て
会
計
課
を
収
入
役
の
補
助
機
関
と

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
機
構
改
革
に
よ
り
各
課

内
の
係
の
統
廃
合
も
行
な
わ
れ
、
近
く

人
事
移
動
が
発
令
さ
れ
る
予
定
で
す
。
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◎ことしの運動の重点

1．安全な横断を励行する

2．二輪車の運転者にヘルメットをかぶるこ

　　とをすすめる

5．踏切りでの覧たん停止を守る

4・事業駄会社などでは安全運転管理者を定める
5．道路を広く使うように努める

◎ポスター・作文募集

　この運動期間中に交通安全に関するムードを高め

るため交通安全のポスターや作文を小中学生から広

く募集することになりました。ふるって応募してく

秋の全国交通安全運動
　　9月25日～10月4日

）

藝

　　6

一

　　　ださい。

　　　◎延岡市内では「車庫法」が実施されること

　　　　になりました。

　　　9月1日から人口10万以上の都市に「自動車の

保管場所の確保等に関する法律」が適用されること

になりました。このため本県では宮崎市と延岡市が

該当し公安委員会から区域の指定がなされると両市

内での昼間11時間以上、夜間8時間以上の駐車は禁

止になりますので注意してください。

　なおくわしいことは日向署や近くの派出所でおた。

ずねください。



4広報ひゆうが昭和51年9月第5種郵便物認可

消防署へ救急車
　これまで市内に救急車が1台もなくケが人がでた場合などの緊急輸送にこま

っていましたが、9月7日に待望の車が入りました。

　この車はトヨペットマスターライン　（103万円）で、附属品として、ベッ

ト、拡声機、テープレコーダー、本部と連絡用の無線などを完備しており、指

令車兼用として今後の活躍が期待されます。　　　　　　　　．

ノ鰯、湘
守
・
渦蓋、

、
訊
多趣

　　　　十五夜音頭で1きる
　日向名物の十五夜祭にろさわしい音頭をと、十五夜祭奉賛

会（会長安藤馨氏）が企画してつくった十五夜音頭がこのほ

ど完成しました。

　作詞は郷土作家の黒木淳吉氏、作曲、編曲は東芝専属の作

曲家植村摂氏によってっくられました。

　植村氏は児玉市長の義弟にあたるため、この作曲を心よく

引き受けられたとのことでした。

　歌は同じ東芝専属の浜田喜一さんが歌っており十五夜にふ
さわしいふんいきを十分だしたたのしい歌です。

　これにはおどりも振付けられ（振付け藤間勘寿絵さん）
12日の午後3時からは市役所前広場で舞踊コンクールも開か
れます。

　
選
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し
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基
本
選
挙
人
名
簿
は
、
毎
年
九
月
十

五
日
現
在
で
、
そ
の
日
ま
で
引
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き
三

ケ
月
以
来
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六
月
十
六
日
か
ら
と
な

る
）
日
向
市
内
に
住
所
を
有
す
る
選
挙

人
の
資
格
を
調
査
し
、
十
月
三
十
一
日

ま
で
に
調
製
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
選
挙
管
理
委
員
会
で

は
有
権
者
の
お
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訪
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し
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、
実
態

調
査
を
し
ま
し
て
正
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な
名
簿
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つ
く

る
こ
と
に
な
り
ま
し
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ち
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く
調
査
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ま
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す
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築
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こ
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の
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す
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市
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い
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も
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の
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が
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明
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に
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伽
位
堀
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し
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布
を
行
な

　
う
。
撒
布
後
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二
十
日
間
以
上
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置

　
し
、
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は
で
き
ま
せ
ん
。

二
、
焼
却
駆
除

　
被
害
木
を
切
り
倒
し
て
枝
を
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と
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お
よ
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（
マ
ツ
ク
イ
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シ
が

付
着
し
て
い
る
地
下
孤
～
如
備
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分
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の
樹
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で
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枝
と
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、
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日
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ャ
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ネ
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チ
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か
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で
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の
場
で
心
ず
完
全
に
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く
こ
と
。

　
な
お
駆
除
を
完
全
実
施
し
た
方
に
は

損
失
補
償
金
と
し
て
一
立
方
米
当
り
六

百
三
十
円
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
伐
緻
隊
に
よ
る
駆
除
経
費
は
実
費
を

徴
収
さ
れ
ま
す
。

人口（9月田現在）

男　　　20．918人

　　（前月より91人の増）

女22．193人
　　（前月より97人の増）

計43．111人
　（前月より188人の増）

世帯数10．095

　（前月より15世帯の増）
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	美々津大橋いよいよ着工！！

	九月定例市議会

	助役に甲斐建設課長

	国民健康保険税はなぜあがったのでしょうか

	国勢調査にご協力を！！

	消防署へ救急車
	十五夜音頭できる


